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メッセージ

関 西 六 連 へ の 期 待

関西合唱連盟理事長  長 井 斉

大学|1増題が、かく紡糾を重ねている深

刻な現時崎 ドにあって、一時その実現を

危ぶまれた関西六大学合叫1連盟の行事が、

各大学の相互援助的な協力と六連演奏会

への強lllllな意欲に支えられて、その第3

臣1演奏会が、このように堂々と開催の運

びになったことは、われわれ合H11の愛好

者にとっては、事実ホッとしたような歓

びをさえ感 じるのです。

大学の合口と1運動が、今H隆 盛を誇って

いる全|1本合口:1界の先駆であることは、

今更 くり返すまでもなt こヽとで→
｀
が、 そ

れが従来から東Lltl西陣常の相1応‖子するこ

とによって、現在全口的な繁栄を招米し

ているものだと考えられるのです。その

ような意味をこめて、この大ホールに展

1判される力強いりj声合|1告の響 きが、よく、

東京六連蚊は全国各大学合叫1世十の練召場

に豊かな親善のこだまを贈るにャS、さわし

t 女ヽF演の数々が、 今 、 こ こに聴かれるこ

とを切に期待 して、激1功と祝辞を送るも

のです。

東京六大学合唱連盟

水の部;大阪の地に於て、1克例の第3 1Hi

関西六大十合1寸十演奏会が催されます由、

心からお慶び申し 111ザます。

輝かしい伝統を持ち、高度の水準を維

f、,している関西六大学の演奏会であれば、

音楽を愛する方々の期待も、さぞや大き

いことで しょう。

大学の合帽|!Hは、毎年多くの人が入れ

かわってゆくため、合唱音楽の伝統や、

1文術の水準を保ってゆくことは、非常に

1相難なことです。今宵は、その水準の対生

すキのため、さらには新しい境地の開発の

ために積み重ねられた[1頃の努力を、こ

こに遺Ⅲきなく発揮 されることをtl」望 して

やみません。

日頃から、各交歓会などで、おつ きあ

い願っている私進にとっても、この演奏

会は、お互いが前進 して170く上に非常に

大きな意表を兄いだすのです。

今後も、一段 と東西の交流を深め、良

きライバルとして、日本合唱界の推進力

となってゆきたいものです。

今宵開かれます演奏会が、大成功を収

よ|)られ/ tことを心からん祈 | )致します=
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解説

神戸大学 ク リー クラ ブ

リj l l :合l  i t F )ためブ)六ン ト

「未婚」

しごと し ごと

lTl tイヽli彗iギつ  Ⅲl( 十ヽ1:【!「

いろん な色の仕 ' !「がネ【る と

ぼ くはイヤにl t , i l千をか |する

しごと し こと

, |千t +ヽ l f  i l tや j l l R  tヽ十l i  t i r

い ろん な勾 いゴ) | l r  l l ,力;七 と

きみは|まくプ) 1 1二十i十千をf析つ

しこ と と こ と | l i  t i tとす / tだ。′

2人 のサt iて件 す) rドかせ ごんヽ ら

2人 げ) iりi山i  t i ( | | 1封' ( 屯ヽ

きみは |〕|  ,ひ | ) Fく |また くさん

いつ iッのおiド町i n ' (みなが ら

ひ るまヴ)「i t千た 十l f  I !子の 1訴だ

ひ と|ア) l r「フ|ど ま,したげ)十七だ

そ し ご1付| |

くらやみ ご く ちづ |十

分1芝いつと う 今 1萱いつ逢 う

けヤ,  力 Fヽ i   t t  tヽ

十サく き /化 と お

ナl火水小 令 1 1 .′

| |‖! t !のきみの 1打|キiフ
^、ヽ

十I Hれ!のI Fくか| 1 1か|する

||‖な!ブ),場|ニサ1(tら さ才l~ご

ぼ くらは 2人 のみ かん をむ く

火 1 1とに |サ也をT Tっちゃおか

そこで競 |うとひ らこ うか

火あとに|うがい るだ ろ うか

きみはl■〈げ)邪廃 にな らない

ぼ くの十1 i  l l iのオ| ` 1査にな らない

ぼ くは きみc ' Dオl j  l虹にな らない

きみび)十l f｀! iげ)牙ド1廷にな らない

だ か らぼ くらは逢 うとたの しい

ぼ くの コー スは きまって い る

きみのヘ ー スはみだれ ない

| 1洋1判の F i fだ|十きこえる時 , i lのよ うに

そ して突イ4 t

ま じめ な| |をして きみ が言チ(いた

「それで これか ら ど うな るの

ど うす るの

それて

これか ら」

無F uなむすめ む だ な友

四角 い しきた り 海 の ウエ

f fチは′S、か くて くらt 力ヽヽ ら

ぼ くらの 行方 も しごとの行 方 も

滞れ アヽ と
｀
りいろ

ヤ
●ク>ら なtヽ

ナ!火水木金上

火 駐に'うかい るだ ろ うか

この色 こ の重さ こ の勾い

みえない木来をありありと,こて

|まくら2人 は突然おどろく

ⅢⅢI I !なむすめ と だヽな_ 2 /

11Ч lri tとヽきた り 1作のウエ

|十,|まマ;、か くて  く らにヽから

|ま(ら tつ行方tブしごとの行方 t,

濃いみどりいろで分らない

) 1火水木金上

火壮に1もがいるだろうか

この色 こ σD重 さ こ の勾い

みえない未米を あ りありと'こて

ぼ くら2人 は突イヘおどろく

関西学院グリークラブ

組曲 ・中勘助の詩から

f l、が1鞠l t l■院 ク1 )―クラブげ)ために洋

ヽヽた」1 l  i」t r )作i l l lか、 こし' Dキl t曲「中i f l l出力の

f告んヽら」
ヤ
ごナ)る予 |||l lli34+111)1、 1崎 iをメ、

イiのす岳十liで初i京され、そし')fliにおこなわ

れた十瑚学 クリー注」工601!可年:ど念i事て奏会や

穴内|サЧ大学交歓tケ1奏公では li小字t和|イ|び)

す岳十1:ヤGi京奏された.今 LI、lt)FliマStりで初

iケ有I U I 1 4ミによってi夕i奏されることになった

こと|よ大変 うれしい。

|チサi " f t ' )フログラン、に, 4 +いた智、の メッセ
ーテめなかに、l_ l、は 「1比1学クリーの今後

のいちだ′tのたわせを町テ〔うべく、従来の十判

学ク1)一の演奏に新駅を与えるために11 1

t たヽ」 と述べているが、今お、り,とって考

えると、まさに 「盲人、蛇に怖 じで」で、

十
イ
十分のカニともぼiみず、よくまあ大それた

「千葉を11にいたものだと恥ずかしくなる。

元来、音楽は作にi! iと特ⅢI :者の解釈とiケ:

奏者の技l l l lとが 十ヽ小とならな|すれば名iどf

奏は生まれないとl iわ才lているが、f _ l、の

この末熟な｀
十を場な作占l iが、今| |まで 多く

の|」1 1 4ミに愛叫iされて来たについては、H l

初の関
′
tをグi) _ゃ、 1` 1 1時の】ヒ村|イち寸旨!と下

球〔, i申ラ1サアーズのプ」に負 うところが多

t とヽ感謝 しているc

この組曲は中勘助のli日こより7楠 を送

び作曲 した。各曲の標題にもみられると

おり、 と|′1杵算ギf子の 1ヽ坊tを描いた題材に過

ぎないが、中化Jゴ)珠!liのような詩|1`好の

おか|ずで、組曲全1体を淡い打|l` iで包むこ

とカドできた。
_~っ 本っの曲の内容は次のとお↓).

1絵日傘)絵 日傘を持って遊ぶ r供たち

の情求を、平いテンホで秩う。途中の独

口tiは、襖 ごしに日子びかける瓜″1吉である。

1椿)わ らべ唄瓜 な旋イ|とを'1l tテヽ ンホで

演 奏す る。近所 の 久兵イキfさんの夕の 14 JR

な株 を、 なんヽば古|1推的 にほめ あ|する(

|四十 雀十 ひ ょっ と した ら、 li告人は 「ド1

い頬 の ‐人のヤfい 女がは いで 米て、そこ

で 本人の り!とず 一 ャ,とl L l iょく煤 らして行

く」 こ とを、 l lЧ l‐往 に11としてほのほの と

歌 いあ|すたの か も しれ ない。

1ほほ じろの声 )ほ ほ じろの声 を聞 いて、

1 1ユ|』い、今 モサl i  tサ変 わ らぬ孤 独感 と し

み じみ とイ欠tヽli tデる.サ

|かもめ  ゆ りか t ,めの あ りさまと、わ

ら′く|サ1 ) AにH I安い ら しく1 1 ' (う。

お、り売 り, 人 く'rll〕物 が近
才ブtドごまた途

さか っ ご子1く T「IIjtは、 !!f今の 14:庁‖狂た ち

が ょ々う化で |ll tるヽ 11,去の 十ゥGあ る. 口、|′、

この 恥六| | l l l  lで、克キ(リコ ,の十1予び声 を| | |い

て、 この 工法 を使 )́てみた。

1追羽根 1 11i勘」カブ)ケと|よ上t rliヵ埼|キになキう

ま さイ1、 ケコ末|,そ ブ)看'内1度れσ)た め|オtr

仲十「し力す)であ った。 そヴ)兄嫉 に対す るい

たわ りの 気持 をこめて 1 1 +かれた このl i 'は、

通羽根 び)持ヤーメす
~が

す か し( 季ヽ1 1 l j感ととそ)

に、 1 1 i b町」ちの l i十風 をr (共十る|工と文め+ ) tブ)

で あ` )た十

同志社 ク リー クラ ブ

シューベ ル ト歌曲集
杵チを構1(Der Lildellbaum)

シ ェ_ペ ナし卜秩| | 1 1算こ「冬の旅Jの 研, 5

1111.「冬げ)方依Jの i二人公|よ、 あ らゆる希望

とな くした丁瓜ぢ虫な放江1イで あ るカド、 「||

,せ倒JIよ その放 ,ょ【その うた うW!功|卜の1子'(ヤで

あるぃ ミ j Lラーマ) l i予|■点る1 8 2 7年の作.

j′本く114'( l AAricgclllied)

1 8 1 ( j  f l iの作 .ク ラウ デ ィウスのェi子によ

る。 シ すと一/ミル |、げ)f'(1111び)|11ヤG、もっとそ,

|ムくホナ↓しまれてい る や,げ)に′ごくす るぃ十ナ

の愛1 1町をそこに感 じられ よ う。

夕ととり〉々(Der Tod urld das Madcllcrl)

1 8 1 7 f l i t F )作「| 1 1で、 ク ラrヶデ ィゥスの , i子

によるモブジ) t / _父 とタヒ神1 1の対[ i l叶で、乙 女

はケヒ1中を11 l riす る カド、 クヒflliは||〕iヤGオ々 )工

して くるとい う‖1ケ(十1 1」を モ)ち、 不気味 な1寡」

白竹な刃j tttたと,ヤ,。 ブ,ちげ)rf名なづ玄勢さlltl i

奏曲 二竹[制の 研j L楽 Ⅲげ)変奏出の i i題に、

この ヒア ノの前奏 が十1 _われた。
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「チ由象画瓜 な、 こって りと した量感 Jと

「山水画風 な、純 束洋 的 な幻 想の世 界」

とを併せ感 じる。 この印象 をこの組 由 に

盛 り込 むため に、程、は随所 に 「半音 階的

進 行」 や 「増二和音 、減七 和音 、 を|llい、

それ を所 甜 「多「11飾Jで す っほ り包んで

みたが、結局程、の心の中 に奏で ら才1た蛙

はやは り 「IJ本的 な蛙」 でサ,ヤ)た。

i寅奏会の ご成功 と!Ⅲl命鮎 大
が
トメンネル

コールの ご発展 、 それ に、 こtつ作 品 を後

輩 進 に只曽られた 小年度 ■米の ノブ々 の こ活

躍 を祈 る。

関西大学 グ リークラフ

ドイツ男″1生合口昌曲集

サj声合日!」をは じめて作出 したの は ミハ

エ ル ・ノヽ イ ドン 1  1 7 1 S T～1 8 ( ) 6 )であ ろ う

といわれてい る。 1`11時の サj声 合1球1曲はりj

声 4部 の ための 1性俗 的 な無伴 奏の作 品で、

多くは lfF何1形rlkで11:曲されて ヽヽ る。

またりjlJ:合口!告|、Hの すさ)lrにネ比キ投白竹な方|十」

t7‐ムえたブ)は K・ F・ ツェル ターカギ180911に

ベ ル リンでネ占成 した ソェル ター ・リー タ

ー ・ターフェルで あ‐lた。 そ して その後

諸都市で も次 々 と男声 合唱 |‐月のネli成をみ

るにいた った。

ス イスにりj声合11;の遅 ellを起 こ したtF)

はハ ンス ・ゲオル ク ・ネー ゲ 1)で あ り、

後が出版 した |ス イスリj声 合|11曲集JIユ

「朽 ドイツで モサ合|ギ1連SIJを啓 発す るこ とに

なった。 そ してJヒドイツで は りjデ:1合|li卜月

を リー ター ・ターフ ェ】レとよんで いたの

に対 して尚 ドイツで は リー ダー ・クラ ン

ツとい う。

ソェル ターユ|ス後 、191性紀 の前 半 にりj声

合|1告曲の 分野 に↑!千路!した14:曲夕 の中1では、

B・ クライン,ウ ェーバー
, K・ G・ ラ

イシガー, K・ F・ソェ)レナー, H・ マ ル

シュナー, F・ メ ンテルス ゾー ン, F・

シューベ ル ト, K・ クロ イッ 「― な と
｀
が

キ 名で あ るご

中で も シューベ ル トは リー トに芸 術i的

な H I能1■を |‐分 きりひ ら き、 1サー トの あ

ら1 0る種 共r〔を開j 4千して、 これ らを先 令に

l r i l化していた。

ロマ ン派 の リー トは ド記の 4特 徴 をそ

な えて いる。 こ メlら は ‐)とな|1女十二Iし て (ヽ

るかの よ うで あ るが、 ロマ ン主義 に即 し

てみれば、互 いに一 イ本となって-1回の芸

術的生 命 を形成す るもので あ る。

1。 と1常の現実生活 を逃避 して、悲 現

実 的 ・空 想的 ・神秘 的 な世界を求

めて い る。

2.伝 説や歴 史や民話 に立】去‖して、過

去 を芸 F々i ttに追 十本験 しよ うと して

い る。

3.詩 と音楽 の出i面か ら素朴 な民族 的

要素 を模倣 してい る。

4.新 鮮 な ド1イヘ感1占を くりひろ|デる。

作曲ケ た ちと、lhつ 共塊 や |ドi格を十楽

によってれり|した |)、補足す ることをめ

さし、 この よ うに して結 合 された ,章葉 と

音楽 の 合1体か ら、 tl機的 な統
ムを得 るこ

とがで きるので あ る。

今 |]はこの よ うな背求 の なかで活路!し

た ま楽
′
奈の数 多い曲の中 か ら敗曲 を選 九

でみ ま した。

I. 巾Vasserfah「t (11 世ヽ各)

十乍ftt Heinricll Heine

作曲  Fel破 Mendelsso1ln―

BaI tヽiloldv

ll. Blticher am Rlleill

(ライ ンに立つ フ iサュ ッヘ ル )

イ牛litt Augus(KOpisch

l午二曲  Kari Gottlieb Reissigclヽ

11. Chor der barmllerzigen Brbdelヽ

ati s,, VV illl,TellⅢ

Ⅲウ iルアムテルより慈悲沫い兄弟の‖hl

14::i寺 Friedrich Sclliller

14:曲 BeI nヽl、ard Ansclm Wel)er

h . L l  d e r l  A l p e n (アルフスにて )

1午二||、; 」. 子ヽ. v. s chc ffel

作曲  Fri e d r  H e g a r .

合 同演奏

ニグロ ・スピリチュアル

〔黒 人霊 歌

18世ネ直から19t比ネ己にかけての アメ Iリカ

南部 の開拓時 代 に、遠 くアフ リカか ら黒

人が奴 隷 とい う悲惨 な身分で移入 されま

した。 それか らの黒 人達 の生活 は言葉 に

絶 す るほ どの酷使 と虐待 の苦 しい奴隷生

f占で あ りま した。 が しか しイ皮らは世 界で

もっ とも うた うこ とが好 きだ といわれて

い るロ シア人 に負 けず お とらず 、 あ らゆ

る機会 に歌 を うた う人種 で 、本能 的 に リ

ズム感 覚 にす ぐれてお ります。

そ して黒 人達 は、 その苦 しい労lg l生活

の中 から唯 一 の救 い を求 めたのです①

それがキ リス ト教 だ ったのです。

つ ま リキ リス ト教 が約束 してい る天回 が、

死 後の 世界 に しか安楽 を求め られ なかつ

た黒 人達 に とって、大 きな魅 力を持 って

いたか らです。 そ こに讃美歌の一種 と し

て黒 人霊 歌 (エ クロ ・ス ピ 1)チュア )レ)

が生 まれ ま した。

黒 人霊 歌 は彼等の魂 の叫 びで あ り、現

実の1首み を忘 れて宗 教的法税 にひたろ う

とす る信仰精 神 か ら出来てい るところか

ら、いつ まで も 多くの 人々に親 しまれ感

動 を呼 び起 こすのです。 そ して今 日規 し

まれてい る ジャズ とい う音楽 の基礎 は、

と りもなお さず黒 人達 の霊 歌 (スピ i)チ

ュァル)な ので
~す

。

今宵 は彼等の霊 故の うち以 下の 4曲 を

選 んで み ま した。 それで は彼等の魂 の叫

び をお聞 き下 さい。

1. Deep river

2.  WVade in de 、 vate r

3. He never said a Munlbalin 、 vord

4. Listen tO t'le lambis



(革亜杉桝身丸子Uflコ|うヤ |] |
°フ(1 >∩認撃ユ∩平身期呂十⑫ rl lⅢl●⑫彰oI
ヽ
中q f l早身打虫,Jサ料O1 4 1帥↓彰マ留(A｀午

考一rrと 。■r―rキ Y田 典古 ・ヾとを考一

r″判十七里■Y田 製サ古
｀
フ昨留銘コfrl単

｀
ま呂十⑫阿t!H↓と工=子とと

｀
わギ )ヽキ‖手★

°
?|に ?寄 呂千⑫ YL T l悼_留 pr r ] wヽ  岬 搬

訴サ博キヤ!秘■Y岬 馳古 t9 Z t t P B

■ヤ1 1 7よf r】κ  t C日音,日

(γ∩・苺早早) 是  ヨ 圏

°
学∩ご17官 ,||を手

| 字々目革ケ字 ?¥事
｀
γ字 7平 ?■十〉ユC ,́9言|

騨‐ 承壮 7叢 早 ?γ P｀ ウ レ(n)(レ乎 〉ラ脅

晏rl・ャ|,多Y卑 >(ナ,こ|「彰首 字?官 屯沙零r〈ち甲
｀
さγiン馨巧キ

~/ツ
〉>tl tt Rマい平 偽挙 引 !日

じ い`学 ` 部々 ノヽキ¥[1壮 早‐(へ｀
鞠平い軸 rtF

B/丁 γヽコルサ)y珊¥ ｀長 ｀皆さγラ(A平▼|背`
°
9 7こと皆平平め【五十1 ]十ナH 9‐十は

そ 『一 /』 ご1単ギ1¬ヽ′②丹 留`さ字ラ∩宰率 字a

/丁 平同回子印
°ヽl tf7砕?T平 ∩字rr髭ラを

fシ m票字糧訂耳②し日
｀
ポllF  I Iラ卑7官 平∩挙

導 ?ミ ー▲半⑫14F一
｀
コ留平ウ■ご| 〉ヾ■こ′翠

?争 ②率―t/ツヾヽ砕②し甲
｀
マ 平‐さ▼1_l留平

?| 1 6 _‐7翌 ヨデ1副巧キ
｀
さ少一∩ギ

°(n,砕 鴻

摯平ツ 黒呈ヨキ??コ 〉ヾ音コ身ツー
｀
マ留平 ウ留よ

マV｀ ポ|ツキ1ラ♀?官 平ツ 留鯛 字7T■ 打字

日
｀
あ功②7黒 晋科②科杉yt_｀ ギに1鴻 °

平
こ夕平ギ1溜

｀
キ日7(n圏 マ r々とr t t  r tコンB/丁

｀
2( A >ツ 留密平 ]1 )■マ 同印②シ

｀
さγン

°
平0マ 以キ子ち 'Cギ ツ

明 7弾 ri膨羽 (1と)=と|とヨflマ(A｀脅マ 'マ さγ説
十
説

‐
/C t t  E l彰宰望②回,P日● ラフ(ハワ(ハ｀

ア1ル(n

'② ヤ∩叢 EI印
｀
9? sγ ?官 学∩豊ユ判¥,単

寺+° 酔(噂寧fl コヽ″②粋 滑 日学●マさγ早雪各(ハマ

平 各P  r 1 0  W②夕
｀
中学⑫平【詈ぶγt tγ Y聖

ヨ 盟

以Q ttEI¥潔凹↓



神戸大学グリークラブ

人l i l lにとヤ,て ―t i '〔うことど は ど/ tな意味 を

もアつの かこ こ メlま
ヤ
で、 十二ん と うに11だ け

ヤ
Gや(

って いたぼ くら.社 会の どす黒 いと / 1」は そん

なぼ くらか ら 「人「苫1であ ることJを 奪 い さ り

つつ 、 どん どんぼ くらを開 の彼方へ押 し流 そ

うと しまづ。

ヘ ルメ ッ ト、 ゲバ棒 、封鎖 、 そ して機動隊。

それ らは 「どす黒 い圧 力の上E I本は何 か、 そ し

てぼ くら出身は………」 を考 えさせず にはお

か なか ったのです。

ぼ くらは 「人間で あ ること」 の意1味を考 え

は じめ ます。 白分の足 で どす黒 い流 れの中で

踏 み こた えよ うとす るの か、 しないの か。―

「ゴ1体性」「疎 外Jが ぼ くらの こ とば になろ う

と して い ます。

そ して またぼ くらは 『可欠うこ と」 の意味 を

伺 いは じめたのです。『歌Jが 4 1 i i r千になろ うと

し、
ア1二! !千は F軟』 に血 を流 わせ よ うと して い

ます。 今のぼ くらの この苦 しみの中で……。

人間 に とって F歌うこと』 は どん な意味 を

tサつ んだ ! ?

神大学歌  こ の丘 に

この 丘に我 々

一つの灯守 る

真理 とドJttα)か が り火

ネ色や すな く今 ここに

若 きHの 命 をかけて

ひたぶ るに

丘 に燃 や さん
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同志社大学グリークラブ

串竪賛静害
'、

す比クラブ|まケfl十r&Ⅲ11は1千li、 :児11ギijと1 10()

ちヽ争1と ‐ヽ'大 ‖t l卜ご、 そ ↓ア) | 1的たる 「| |」フエネL

h埼十中を様比と、 メ レバー||1上Iσ)メ ンタツレノヽ一モ

fl― ・カレ /ブ ラ イフの十ril Jl」に不四子の十蕎,と

をネたけ
ヤ
てヨむりま

一
チ。 llll f台34 ・ 3511頃 は卑軸こ李彗

美歌 を練習するための小 グルーブだったので
'すが、 りlf台44年二域と名イ彗砲打古l片

本
村司哲 うどfiがこオ1

をグ1ブークラブと名付 け、始めて組織化され

ました。 しかし聖歌隊的なモリのに飽 きたらな

い十生が大di二年フ¬サユ、ロースなる合哨|、」を

組織、 ^般 の合1寸1音楽の研究 につ とめるよう

になりました。 ル以後十hi合唱i llは或 はサ年に或 ヽヽ

はガけにf舌躍 し、 その足】亦は遠 く、キ前iナH、朝J魚羊、

中国、台湾 に及んでいます。昭和1 6年「l l合日どヽ

「、月は合併 し、同志社大学「サ)声合l f  i l、Jとなり、

戦後いちはや く復!占し、同志社 グリークラブ

として 今1 1に至っております。その問、毎年

の定期演奏会、束西P q大学合嶋祭、1瑚西芋院

クリークラブとの交歓演奏会、関西六大学合

口島'寅奏会、 立 孝女責 =!をグ1リーークラフ
｀
との交窪穴!京

奏会、テレビ ・ラブオ放送、毎春夏の演奏旅

行などに努力を続 けております。かくの411く

||そ1性紀 を超 える輝か しい歴史の間、100 0名近

い先輩 を送 り、今なお音楽 界で活躍中の内回

栄一、大中賃 工、湯浅永年、山IH隆後、宅孝

L、水谷央、今山羊il↑郎の諸氏 もその一 人で

あります。 現 右:、 福 イく「易―̂ 演いた付二をす支御キ所頚陪1、

大久保昭りj先生をヴォイス トレーナーとして

お迎 えし、より高度な音楽の創造 を卜1的にな

お ム層前進せんと努力いた しております。

DOSHiSHA COLLEGE SONG

VVords by WV. Wl. ヽ /Ories

Nlusic by C, W i11lelm

One Purpose DOsllisha,thy name

DOtll signify One 10fty aiin.

To train thy sOns ill lleart and hand

To live for God and native land

Dear Alma Mater sOns of thine

Shall be as branches tO the vine;

Tho'thro'tlle wOrld we warlder far and wide.

S till in our lleart thy precepts shall abide.

S till brOader tha11 0ur land of birth

We've learned the Oneness of our earth

S till higher than self― 10ve we find

The love and service of man Kind

Dear Alma Mater sOns Of thine

V,′Ould strive to live the life devine.

Tllat we may with iricreasirlg ycars have st00d

For GOd,FOr DOsllisha and B rotherllOOd
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演奏会 予告

6ナ1 1 4 1 1 ( J l )布8 1口| |り1立交歓演茶 会 (京掬;会館 )

6 ) 1 1 5 1 1 1 1 1 )れ 3 1口1神I I , f i大学 交歓演 奏会 (神テイL f l l捺会館 )

6 1 1 2 4 1 1 1火)ア ーモ ス ト大学演 奏 会 (大1坂サ ンケイホー ル ) (上催 ) F覗 軍ネ上グリー クラフ

6 1 1 2 7 1 1 (金)第 8 1口1法関交歓演奏 会 (厚ア1 1年金 会館 )

6 ) i 3 0 1 1 ( )」) 1 l l  i商(合 l r十演 奏 会 1神′と l除会館 )

9 , 1 2 3 1 1 (火)関 l l L l十卜ヶフ リー クラブ7 0 h平1記 念演 奏会 (大阪 フ ェステ ィバ ルホー ル)

関 西 六 大 学 合 唱 連 盟 常 任 委 員

神ナi大学
/ /リー クラブ 大西 毅 武 | 1 1 1 '符一

F判芝H弓を卜先グⅢサー クラフ  「神村司 とi二 Pr本 IⅢ多 i

l l i l志社 大学グ1 )―クラフ 小 合良介  ル子| | 1陽i

lキ1朽大学 グ 1 )―クラフ 森 山 , |」 武 | | |一人

|!命十Ⅲlプごトズンイ!レコー)レ  11 1う査左位  ″|し  呑ロリj

十111灯メ('!|ク 1サーヽ クラフ  向「i出;イ変 二  ち求月あぃち:構寸
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1増 半 丁 北 側

電  ii市 (39) 5 1 4 1 ～  3               電  話  (34)2763 ・  3708

ご宴 会

ご婚 ネL

ご 披 露 宴 に

5 1 1 7日 ～ 8月 末 口迄

圧_Lビヤ カー デ ンを開催致 します

阪急鳥丸駅 よ1) 1宣結 して居 ります

京 都 市 下 京 区 四 条 室 町 角

京 都 産 業 会 館 五 階

TE L京 者円(0 7 5 )千じ表 22 1 - 3 1 9 1
く発蟹註り
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